
（個人山行）                       （報告  小 川） 

山（山域・ルート） 

二子山 中央陵 

 

【日時】 ２００５年１１月１９日（土） 

【メンバー】町田、中村、ＳＳ、小川、他１名  （合計５名） 

【行動記録】 

駐車場 7：00→中央陵取り付き 7：30→７ピッチ目終了点 12：20→駐車場 13：20 

登り４時間５０分、下り６０分 

【装備・食料等】 

（共同装備）９mm×５０ｍザイル、８．５ｍｍ×５０ｍザイル、１０．５ｍｍ×５０

ｍザイル、クイックドロー２０、アブミ４台、テント、ガスセット、コッフェル 

（個人装備）スリング数本、ヌンチャク２本、安全環付きカラビナ２枚、ＡＴＣ、 

８環、ヘルメット、クライミングシューズ、ハーネス、飲料、行動食 

【感想】 メンバーが５名なので２パーティー（１パーティーはリード町田さん、セ

カンド小川、ラストＳＳさん、もう１パーティーはリードＫさん、ラスト中村さん）

に分かれて登りました。 

１ピッチ目で最初から両手で岩を抱えるようにして横に移動する箇所があり、リ

ードは難なくこなしていましたが、アブミを使ってやっとの思いで渡りました。 

２ピッチ目のビレー点は人がすれ違うことが出来ないような狭いテラスで、３ピ

ッチ目を登るリードをここで確保することになる。３ピッチ目はクラックで、クラ

ックの中に足の置き場を求めて登りました。 

５ピッチ目は２～３ｍ登って左へ移動すると、ややハング気味のところがあり、

ここで大いに苦戦。ヌンチャクやシュリンゲを掴んで登りました。 

６ピッチ目は雨で濡れたスラブで滑らないよう慎重に登り、７ピッチ目は傾斜も

緩やかになり終了。ここで装備を外し下山。予定では上級者コースを下山する予定

でしたが、雨が降っていたので一般登山道を下山しました。 

今回の登攀ではアブミやシュリンゲなどをフル活用して辛うじて登れたとの感じ

を否めず技量不足を痛感しましたが、大変勉強になる山行でした。 


